
ハイブリッド法のシミュレーション
（東北地方太平洋沖地震）

• 東北地⽅太平洋沖地震では警報を第４報まで発表する
– 第１報・第２報は、震源からの予測
– 第３報・第４報は、PLUM法による予測（警報領域を超えて震度５弱以上を予測したとき、震度４以上予測領域に警報）

【第１報】13秒後従来法で警報発表
M7.0、最⼤震度５弱
警報発表区域数：10区域

【第２報】47秒後従来法で警報更新
M8.1、最⼤震度６強
警報発表区域数：46区域

【第３報】129秒後PLUM法で警報更新
M8.4、最⼤震度６強
警報発表区域数：64区域

【第４報】212秒後PLUM法で警報更新
M8.4、最⼤震度７、警報発表区域数：82区域

（左）警報発表領域 （右）観測リアルタイム震度

従来法で警報発表

推定Mが成⻑したた
め従来法で警報の
続報を発表

PLUM法が新たな区域
に震度5弱以上を予測
したため続報を発表
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ハイブリッド法のシミュレーション
（想定南海トラフ巨大地震）

• 想定南海トラフ巨大地震では警報を第８報まで発表する
• ※シミュレーションには「内閣府南海トラフの巨大地震モデル検討会」の公開データを使用した

– 第２報・第３報は、震源からの予測
– 第１報・第４〜８報は、PLUM法による予測（警報領域を超えて震度５弱以上を予測したとき、震度４以上予測領域に警報）

【第１報】５秒後PLUM法で警報発表
Mなし、最⼤震度５弱
警報発表区域数：2区域

【第２報】11秒後従来法で警報更新
M6.8、最⼤震度６強
警報発表区域数：18区域

【第３報】13秒後従来法で警報更新
M7.9、最⼤震度６強
警報発表区域数：61区域

【第４報】70秒後PLUM法で警報更新
M8.3、最⼤震度７
警報発表区域数：97区域

震源からの予測よりも早
くPLUM法を元に発表

（左）警報発表領域 （右）観測リアルタイム震度

従来法で警報更新

推定Mが成⻑したた
め従来法で警報の
続報を発表

PLUM法が新たな区域
に震度5弱以上を予測
したため続報を発表
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• 想定南海トラフ巨大地震では警報を第８報まで発表する
• ※シミュレーションには「内閣府南海トラフの巨大地震モデル検討会」の公開データを使用した

– 第２報・第３報は、震源からの予測
– 第１報・第４〜８報は、PLUM法による予測（警報領域を超えて震度５弱以上を予測したとき、震度４以上予測領域に警報）

【第５報】95秒後PLUM法で警報更新
M8.3、最⼤震度７
警報発表区域数：104区域

【第６報】166秒後PLUM法で警報更新
M8.3、最⼤震度７
警報発表区域数：110区域

【第７報】190秒後PLUM法で警報更新
M8.3、最⼤震度７
警報発表区域数：112区域

【第８報】207秒後PLUM法で警報更新
M8.3、最⼤震度７
警報発表区域数：117区域

（左）警報発表領域 （右）観測リアルタイム震度 3

ハイブリッド法のシミュレーション
（想定南海トラフ巨大地震）
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① ② ③ ④
13秒 47秒 129秒 212秒

経過時間（秒）

観
測
リア
ル
タイ
ム
震
度

名古屋千種区日和町
（名古屋地方気象台）

仙台宮城野区五輪（仙台管区気象台）

横浜中区山手町（横浜地方気象台）

⽔⼾市⾦町（⽔⼾地⽅気象台）

経過時間（秒）

③

④

①

②

②

ハイブリッド法における警報発表タイミング
（ ：赤矢印）は、その地点へ初めて警報発表したタイミング

観測リアルタイム震度の最⼤震度分布図各地のリアルタイム震度時系列分布図

甲府市飯田（甲府地方気象台）

御殿場市萩原

4

警報発表タイミングと各地のリアルタイム震度
（東北地方太平洋沖地震）
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